
JASO 表彰制度（優秀建築および貢献実績)のご紹介          2021 年 6 月 

NPO 耐震総合安全機構 理事長 安達和男 

 

JASO は今年、設立 17 年を迎えました。この間、耐震化促進支援の活動を通じて、

JASO が掲げてきたのは耐震総合安全性です。構造体だけでなく、建築部材や設備機器に

も耐震性を確保する。安全な避難路で死傷者を出さない。ライフラインを守り、機能を維持

する。被害を引き起こす弱点をなくす。事前の備えと事後の復旧・復興も視野に入れる。こ

れらが耐震総合安全性です。 

 

一方で JASO は、日の当たらなかったマンションの耐震化に取り組んできました。AD

派遣、簡易診断、精密診断を担い、住民の合意形成を助ける工事費概算や段階補強を提案し

ました。また東京都の緊急輸送道路沿道耐震化にも協力してきました。これら暮らしを守る

耐震化には、まだまだ社会的評価が不足していると思えます。 

 

JASO はこの度、会員を対象とした表彰制度を開始しました。表彰の目的は、マンショ

ンを始めとして、耐震総合安全性を実現とした優秀建築や、そこに貢献した研究や活動の実

績を顕かにするものです。百聞は一見に如かず。これが耐震総合安全性だというものを、目

に見える実例で示したい。まだまだ認識度の低い耐震総合安全性を、社会にアピールしてい

きたい。また、適切な維持管理があれば、建築は長寿命化できることを、SDGs（持続可能

な開発目標）の一環として示したいと考えた表彰です。 

 

第 1 回の 2020 年度は、10 月募集開始、1 月審査開始のスケジュールで行いました。

審査に当たっては、独立した審査委員会を設置し、ヒアリング、現地審査を経て選考を行い、

2021 年 5 月に優秀建築賞 2 点、貢献実績賞 1 点を選出しました。 

その結果を、皆様にご紹介いたします。 
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JASO 賞 2020 

第 1 回ＪASO 賞 審査経過報告                 審査委員長 河野 進 

              

 ＪASO 賞は今回が第 1 回目となるが、昨年 10 月に募集を開始し、優秀建築賞 5 件、

貢献実績賞に 2 件の応募があった。本年 1 月から WEB 会議による審査会を開始し、建築

賞及び実績賞における評価ポイントについて、意見交換を行った。建築賞、実績賞を決定す

るには、ＪASO の掲げる耐震総合安全性を支える建築・構造・設備の三つの要素を結びつ

ける技術、コスト、デザインなどと、それ等を裏付ける合理性、創意工夫、斬新さ、美しさ

等が求められること。更に、環境、景観、コミュニティなどの公益性に対する配慮、など多

様な評価軸が考えられる。ＪASO らしさとは何かという事を確認する作業と言っても良い。 

ＪASO がこれまで多く扱ってきた共同住宅の耐震計画では、管理組合の合意形成支援や

役所との調整も重要な役割となる。ＪASO 賞は審査員全員の投票で決める事になるが、今

回の5つの建築と2つの業績に応募チームの一員として関係する審査員が複数いる事から、

対象物件に関係する審査員は当該物件の投票に参加できないというルール。投票は１点～5

点の間で相対評価で点数を付ける。甲乙つけがたい場合は同点でもＯK 、などのルールを

決めた。対象物件ごとに、投票権のある審査員の平均点で比較する事とし、このルールで実

行した結果、スムースに進めることが出来た。更に審査の一環として応募者に対するヒヤリ

ングと現地審査について進め方を確認した。審査員全員によるヒヤリングを行い、更に建築

賞 5 件全て現地審査を行う事として、希望する審査員の全員参加で行った。 

貢献実績賞の審査は提出資料を中心にヒヤリングと投票で行った。今回受賞対象から見

送った物件は、会員にとって大変有益なテーマのもとに立ち上げた委員会であるが、発足後

時間も浅く調査も継続中という事で、今後の更なる成果の蓄積、発展を期待する事とした。 

 ＪASO 賞の審査に関わることが出来たおかげで、会員及び関係者がどこに苦労し、どん

な創意工夫を凝らしているかを知り、多くを学ぶことが出来た。今回賞に漏れた物件からは、

受賞作とは異なるユニークな着想と新しい成果を目にすることが出来た。次回以降の再挑

戦に期待したい。今回応募されなかった会員諸氏には、受賞作に表現された各種活動と成果

を今後の参考として生かして頂くと共に、次回以降のＪASO 賞に是非応募して頂きたい。 

 

第 1 回 JASO 賞 審査委員会 委員名簿 

 委 員 長  河野 進  (河野進設計事務所) 

  副委員長  山内哲理 （ティ・アンド・エイ アソシエイツ） 

  委  員  軽石 実  （軽石実一級建築士事務所） 

        白石健次 （漆企画設計 代表取締役） 

        坪内真紀 （坪内一級建築士事務所） 

        寺本隆幸 （東京理科大名誉教授） 

        平野 広  （ジョイ設計 代表取締役） 

        森本伸輝 （モリモトアトリエ 代表取締役） 

        柳下雅孝 （マンションライフパートナーズ 代表取締役） 
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JASO 優秀建築賞 2020                    JASO 表彰審査委員会

ピーエス⼯業株式会社宮前事業所 
建築物概要 所在地 東京都杉並区宮前１−１６−９ 

所有者 ピーエス⼯業株式会社 
⽤途 事業所 
構造・規模 鉄⾻造、地上 2 階、地下なし、塔屋なし、延床⾯積 1100 ㎡ 
当初竣⼯年⽉ 1970 年 6 ⽉ 

改修⼯事竣⼯ 2020 年 7 ⽉ 
耐震改修関係者 設計担当者 建築：伊藤正利 

構造：⼭内哲理、上村亜弥 ※耐震診断担当は⽊村富⼠男・⼭内哲理 
設備：堀尾佐喜夫 

インテリア設計 Ｐuddle 株式会社 
施⼯者 池⽥建設株式会社 

審査講評 

本件は、空調機器メーカー製品の検査・出荷、ショールーム、事務所が⼀体となった複合建物であ
る。建物の耐震化計画に当たり、⼆期⼯事として増築された 3 階部分は検査済証が無いので除去し、
⼀期⼯事の検査済証取得状態に復旧して将来の改修など⻑寿命化を可能とした。減築による軽量化で
建物全体の耐震性が向上し、撤去後に整備された屋上にハイサイドライトを新設することで、2 階の
打ち合わせスペースやショールームに⾃然採光と換気が可能となった。建築、構造，設備、インテリ
アの各設計者が、建築主の商品も取り⼊れながら、⾒事なチームワークで達成した成果と⾔える事例
である。 

補強前の耐震診断結果は X ⽅向の 1･2･3 階、Ｙ⽅向の 1･2･3 階は Iｓ値 0.2 を下回ったが、補強後
は X,Y ⽅向の 1･2 階とも全て Iｓ値 0.90 を上回っている。 

1 階ストックヤードは天井の⾼い空間になっているが、鉄⾻構造の物品倉庫の味気なさを払拭し、
表しの鉄⾻の柱・梁と補強として付加されたブレースや四⽅向柱梁パネル拡幅補強が、⻘みがかった
モスグリーンに統⼀され、天井のデッキや設備配管、吊り⾦具のシルバー⾊と⽩い ALC 壁、グレーの
塗床が、すっきりコーディネートされた空間となっている。2 階ショールームは、主⼒商品の除湿放
射冷暖房システム機器が、鉄⾻柱の前や窓際、間仕切に効果的に使われ、⽊製可動間仕切りとハイサ
イドライトの柔らかな光によって、広がりと落ち着きのある空間となっている。 

JASO が扱う耐震補強建物の中では RC 造の共同住宅が⼤半を占め、鉄⾻造の共同住宅・事業所・事
務所建築の事例はまだ少ないが、既存ストックの有効活⽤として、今後積極的に取り組むための先進
的な事例として、第⼀回 JASO 優秀建築賞作品に値する建物である。（河野 進） 

JASO 優秀建築賞 2020 作品概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

撤去範囲 

ブレースと柱脚根巻
 

３階から２階への減
 

減築とブレース補強による耐震補強⼯
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換気
排煙 北側採光 

打合せスペース
ショールーム 

ストックヤード

建物本体 

基礎伏図・1 階柱伏図 

1 階柱・2 階床梁伏図 
ブレース補強位置

建物本体 

下屋部分 

四方柱梁拡幅パネル 撤去する既存ブレースと 

新設ブレース 

ハイサイドライトより間接光がふりそそぎ緑あふれる打合せコーナー

空調システムと柱の融合 

テーマ︓総合的な⻑寿命化 
建物の長期的な活用を考えたとき、耐震化、耐久性

の向上にとどめらず、積極的な利活用を可能にすること

が重要である。さらに、将来の改修に備え、法適合性の

確保というソフト対策を行うことも重要である。そうした総

合的な長寿命化をテーマとしてプロジェクトを実施した。

 

① 長期的な運用の担保 

建物本体部分を既存不適格状態に復旧させること

で、将来の改修に際し、法的手続きの制約をうけずに多

様な改修計画を可能な建物とした。 

② 総合的な耐震化 

事業所の機能を考慮したうえで、構造のみならず、２

次部材・設備も含めた総合的な耐震補強の実施。 

③ 建物価値の向上 

建物の利便性・快適性・デザイン性に考慮した空間と

し、建物価値を高めることで、積極的な利活用を可能と

する建築を実現した。 

ALC 版脱落防止 上：白い丸部分はボルト挿入位置
右：裏側の間柱留め部分 
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JASO 優秀建築賞 2020                    JASO 表彰審査委員会

東洋⼤⼭グリーンハイツ 
建築物概要 所在地 東京都板橋区中丸町 45-2 

所有者 東洋⼤⼭グリーンハイツ⾃治会 
⽤途 共同住宅（42 ⼾） 
構造・規模 鉄筋コンクリート造地上 7 階,地下 1 階,塔屋なし, 延床⾯積 3027.72 ㎡ 
当初竣⼯年⽉ 1979 年 3 ⽉ 
改修⼯事竣⼯ 2016 年 12 ⽉ 

耐震改修関係者 設計担当者 建築：宮城秋治（URD 建築再⽣総合設計協同組合） 
構造：村松正⾼（URD 建築再⽣総合設計協同組合） 
設備：柳下雅孝（URD 建築再⽣総合設計協同組合） 

施⼯者 株式会社リニューアルウイングス 

審査講評 

本件耐震改修の特徴は、既存の 7 階建て主棟と 3 階建て副棟を構造的に分けていた EXPJ を廃⽌し
⼀体化する事により、コストダウンにも成功した事例である。診断の結果主棟の Iｓ値はＹ⽅向は OK
であったが、Ｘ⽅向 1F〜5F は Is 値 0.6 を下回り NG。副棟は X,Y ⽅向とも OK であった。主棟部分を
アウトフレームなどで補強する案を検討したが、⼯事費概算で 5000 万円以上となった。再検討の中
で、EXPJ を解消して主棟と副棟を構造的に⼀体にする事を思い付き、OK である副棟のＸ⽅向 1 階の
北側と南側を耐震壁で補強し、更に主棟と副棟間の 1200 ㎜⼱の光庭に⾯する、主棟共⽤廊下スラブ
補強部材と副棟２,３,Ｒ階の打増梁の間を 16ｍｍの鉄板 3 箇所で⼀体的に補強する⽅法を採⽤した。
その結果、補強費⽤が 1700 万円に減額となり、廊下に⾯する窓下耐震スリット、鉄⾻外階段の耐震
補強、⽞関扉の耐震扉への改修などが可能になり、組合員の合意形成が円滑に進んだという話を、現
地調査に⽴ち会って頂いた理事⻑からお聞きした。原設計段階で、主棟と副棟の間に EXPJ を設ける
という判断がなされた経緯だが、⼀般的には建物どうしの構造特性が異なる、形状が複雑、平⾯が⻑
⼤等の場合が多い。本件の場合建物形状が複雑という理由か考えられるが、仮に⼀体として計画をし
た場合とのコスト⽐較をしていれば結果が異なった可能性もあったと考えられる。本件の斬新な補強
⽅法による⼤幅なコストダウン、豊富な経験に基づく管理組合への説得⼒や区役所との交渉⼒など、
今後の JASO にとって、有益なモデルとして第 1 回優秀建築賞に値する作品である。 （河野 進）   

JASO 優秀建築賞 2020 作品概要 
 

東⻄⽅向（桁⾏⽅向）に耐震性が劣る主棟（⻘部分+⻩部分）に耐震性 OK の副棟（⾚部分）をさらに
補強した上で主棟に接合する耐震補強⼯法である。主棟と副棟を分けているエキスパンションジョイ
ントを縫い合わせ、主棟の開放廊下も副棟の梁を増し打ちした上で渡り廊下状の鉄板で結合している。 
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主棟住戸 共用廊下

共用廊下

共用廊下

▽GL

鋼製補強部材：ポリウレタン塗装
　副棟側に!水勾配1/100

鋼製補強部材：ポリウレタン塗装

補強梁下：水切り目地
シリカ透湿仕上げ

補強梁天端：ウレタン塗膜防水

鋼製フラッシュ扉新設：
W850!H1900
焼付塗装仕上げ
（防火設備）

補強増打外壁：アクリルシリコン塗装

補強増打内壁：エマルションペイント塗装

補強増打内壁：エマルションペイント塗装

天井：エマルションペイント塗装

補強部材化粧カバー：アルミ製
W1350!H8844!t1.5折曲加工
外壁同色焼付塗装
端部：ポリサルファイドシール

鋼製補強部材：ポリウレタン塗装

床：ホモジニアス長尺シート張り
　構造用合板t15!2枚下地

高床用鋼製床下地材

壁：エマルションペイント塗装

主棟副棟無収縮モルタル注入部水切り：アルミ製
端部：ポリサルファイドシール

主棟

副棟

副棟主棟
【マンションの総合的な建築再生】

1. 大規模修繕工事と耐震補強
長期修繕計画の見直しと耐震診断

　   耐久性・美装性の向上と耐震性の向上
　   同時施工のスケールメリット

2. 避難ルートの安全性を確保
玄関ドアを対震ドアに取り替え

　   廊下とバルコニーの手摺をアルミ製取り替え
　   鉄骨階段の脱落・倒壊を防ぎルートを確保

3. コミュニティーの醸成
　   副棟の旧受水槽室を補強して主棟と結ぶ
　   補強使われていなかった受水槽を撤去
　   直結増圧ポンプは道連れ工事で更新
       耐震の床を張って集会室にコンバージョン

鉄骨階段のブレース・方杖補強

玄関ドアを対震ドアに取り替え

主棟と副棟の柱を鉄板で繋ぐ

バルコニーと共用廊下の強度が低下した鋼製手摺はアルミ製の合わせガラス手摺に取り替え

主棟の共用廊下床スラブと副棟の梁と柱を繋ぐ 旧受水槽室の壁増し打ち 旧受水槽室に床を張って集会室にコンバージョン

副棟の梁を増し打ち
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審査講評 

 
耐震診断・補強の難しい点の一つは、昔の考え方に基づいて作られた建物を対象としていることである。

診断担当者は、自分が生まれていなかった時代の考え方・常識や技術を想像しながら作業を進める必要が
ある。特に、本手引きが対象としている山形鋼による SRC 構造は、現在では全く使われていないもので
ある。さらに、構造図がない場合には、診断担当者にとっては対象構造物を理解することは大変難しいと
思われる。 
これに対して、本手引きは山形鋼による SRC 柱断面部材の典型的な納まりがどのようなものであるか

を示し、鉄骨・鉄筋部材の調査方法や柱断面想定図を作成する方法を丁寧に解説している。このような資
料は他に例が無く、診断担当者にとっては貴重な参考資料となっていると思われる。 
また、当時の設計法に基づく部材断面がどのようなものであったかを、簡便な計算により推定する方法

を示している。図面がない建物において、いわゆる構造部材断面のオーダーを想定するためには、非常に
有効な手段であると思われる。 
 
このような意味で、JASO のような実務者集団が必要としている「手引書」として価値が高く、貢献実

績賞に値するものと考える。（寺本隆幸） 
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手引きの要点  
 1.建物予備調査………電磁波レーダ鋼材探査機による、代表柱の主筋・帯筋の配列、内蔵鉄骨の有無、 

竣工年別内蔵鉄骨、形状一覧（98 棟）等から、柱内蔵鋼材を想定する要領。 
 2.微小破壊詳細調査…代表柱の内蔵鋼材(鉄筋・鉄骨)の形状・材質等の調査要領。 
 3.柱部材の構造計算…旧 SRC 造構造計算規準に基づく、エクセルシートによる代表架構の応力計算・ 

断面算定から、代表柱内蔵鋼材の調査データーを基に、柱の推定断面を設定。 
 4.推定構造図作成……概算費用算定シートによる、診断者調査業務・専門業者委託業務の概算費用算出

要領に区分した、調査項目の人/日-単価等の目安値を使用する費用算出。 
   目次 

§1 はじめに 

§2 第 2 次診断用推定構造図作成フロー 

  予備調査―非破壊調査―微小破壊調査 

§3 建物の非破壊予備調査要領 

  予備調査計画書作成・躯体寸法計測の留意事項 

   内蔵鋼材探査の留意事項・柱内蔵鋼材探査機 

§4 柱内蔵鋼材想定図作成要領 

  主筋、帯筋の材質・形状等竣工年の変遷 

   内蔵鉄骨の主材・ウエブ材等竣工年の変遷 

   集合住宅の柱内蔵鉄骨形状(隅柱・側柱) 

§5 柱内蔵鋼材の微小破壊詳細調査要領 

  微小破壊調査計画・調査要領図作成の留意事項 

主筋、帯筋のはつり出し調査 

   鉄骨主材形状。部材厚、ウエブ材形状 

   壁筋はつり出し・鋼材種別 

§6 旧 SRC 造構造計算基準に基づく、代表架  

  構の構造計算・柱断面算定要領 

  構造計算における基本的な考え方・仮定条件 

  エクセル構造計算シート使用要領 

  （地震力・柱軸力・柱長期、地震時曲げ応力等） 

§7 事例建物の構造計算・柱断面算定 

  計算事例-1 計算事例-2 

-付- 推定構造図作成の概算費用算出要領 

§1 概算費用算出の目的 

§2 費用算出の基本的な考え方 

§3 概算費用算定シート 

§4 マンション 6 棟の算定シート使用事例 

§5 事例 6 棟から導かれる概算費算定式 

§6 概算費用算出と概算費算定式の検証 
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